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１．事業の位置付け

市民部　文化・交流課
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２．事業の検証
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平成26年度の主な取組と成果
姉妹都市からの青少年派遣団等の市民交流会を開催し、ローレンス市民、外国籍市民、市民で異文化理解を深めました。�
ホームスティについては、国際交流協会と協力し対応することができました。�
�

平成26年度
Ａ：成果があがった

の検証結果

目標

説明・算定式

進捗状況

②：若干遅れている

遅れている理由 カンサス大学が来なかったので、ホームスティ及び交流がなかったため

平成27年度
成果指標②

指標名

説明・算定式

交流会参加者、ホームステイ受入れ人数等

平成27年度
成果指標①

指標名 交流会等参加者数 単位 人

平成24年度

活動指標②

指標名 単位

説明・算定式

平成27年度

交流会開催、ホームステイ受入れ等回数

目的・目標 事業の概要
姉妹都市市民、外国籍市民、留学生、市民等が、交流会等を
通じて、活発な交流が行われています。

自国の文化を高めるため、異文化を理解するとともに、市民
主体の様々な交流事業を実施します。

活動指標①

指標名 交流会等開催回数 単位

③〈交流〉　　ひと・文化の活発な交流が広がる環境をつくる

回

説明・算定式

対象・受益者 姉妹都市市民・外国籍市民・留学生・市民 事業期間

委託、協働 市民、外国籍市民
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事務事業名 国際交流活動推進事業

事業担当

事業種類

総合計画の
位置付け

'01基本目標１　　豊かな心をはぐくみ、よろこびとふれあいにあふれたまち

'03

事業評価シート　（平成26年度分）

'022 地域の文化をお互いに理解し、活発な交流を進める

根拠法令等
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■市民ニーズ

□事業目的の達成状況 高

■市の関与の必要性 低

□その他

□上位施策への貢献

■市民満足度を高める方策 高

■継続による成果向上の可能性 低

□その他

■事業の目的、対象、内容

□受益者負担、補助額 高

□業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中

□その他 低

□業務プロセス改善による効率化の方策

□ コスト削減の可能性 高

■事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中

□その他 低

３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．今後の事業展開（担当課としての提案）
平成28年度の取組方針
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平成27年度

決算額 決算額 予算額
各種交流会の開催や
ホームステイの実施等

各種交流会の開催や
ホームステイの実施等、
ＰＲ活動の強化

各種交流会の開催や
ホームステイの実施等、
ＰＲ活動の強化

各種交流会の開催や
ホームステイ、�
25周年記念事業の実施
等

平成26年度

起債

その他　特財

一般財源

事業費　(A)

平成24年度

決算額

0

0

0

880

今後に向けた課題の分析

多くの市民が参加し、異文化理解を深めるためにも、情報
提供を幅広く行い、継続的に事業を行うことが必要です。

事

業

分

析

国庫支出金

県支出金

平成25年度

0

0 0

0

姉妹都市ローレンス市の情報を集め、姉妹都市提携25周年平塚市訪問団を派遣いたします。

課長コメント
人口減少や国際化の進展に伴い、市民が国際理解と国際感覚の醸成を深めることが必要と考えます。今後も平塚市国際交流
協会と連携して市民主体の活発な交流を目指します。

執行率　(%)

財
源
内
訳

国際交流事業に、市民が主体となった様々な交流事業を行うことで異文化理解と多文化共生により文化を高める必要がありま
す。姉妹都市ローレンス市を中心にホームスティの受け入れを充実し、交流がスムーズにできることが大切です。

効率性

市はサポート的なことを行い、事業は市民及び市民ボラン
ティアにより実施しています。

●

○

○

事業内容

●

○

妥当性

国際化の進展に伴い、異文化理解を深めるためにも、多く
の市民が手軽に参加することができる事業展開を行ってい
るため、事業実施については妥当です。 ●

○

○

有効性
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項目 分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

必要性

国際化の進展に伴い、市民の国際理解と国際感覚の醸成
のニーズが高まっており、異文化に身近にふれることができ
る当事業の必要性は高いです。 ●

○


